
キャラクター名 プレイヤー名

ポジション 享年

メインクラス 暗示

サブクラス 寵愛点

初期配置
記憶のカケラ 内容

最大行動値

能力値 クラス 修正 合計

武装

変異

改造

未練
対象 種類 狂気点 発狂時ペナルティ

①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤

マニューバ
タイプ 損傷 名前 使用 タイミング コスト 射程 効果

雪

ソロリティ

バロック

バロック

16歳

絶望

30

煉獄

13
【「ゆき！」】

【陵辱】

【「モモ」】

【あの歌をもう一度】

【「ユキ」】

白い冷たい欠片が、ふわふわと降り積もる。真っ白に、何もかもを覆い尽くす雪。楽しそうに駆けていくあなたの大切な【人→相棒】は、記憶の中で愛おしそうに白いそれと同じあなたの名前を【呼んだ。→呼び、凍ってしまった心を溶かした。】。【もし叶うのなら――あの笑顔を、もう一度。】は、記憶の中で愛おしそうに白いそれと同じあなたの名前を呼んだ。顔も思い出せないあの人は、いま……？

陵辱の記憶、屈辱の反復。言いなり、されるがまま。思い出すだけでざわざわと何かが体を這い回る。どうして自分が？でも、大切だったはずの誰かが酷い目に合うよりは――、……大切だった誰かって、誰だっけ。

あなたにはかけがえのないパートナーがいた。いつもあなたの傍にいた、相棒と言える存在。モモ、そう呼びかけると彼はひまわりのような笑顔を咲かせた。彼はいま、どうしているんだろう。この終わってしまった世界にも、彼はいるのだろうか……。

たくさん、たくさん練習した。歌うことが楽しかった。歌うだけで楽しかった。みんなで歌うクリスマスを、みんなが心待ちにしていた。――――しかし、その日は来なかったのだ。

淡桃色の小さな花弁が、はらはらと舞い落ちる。ゆっくりと、地面に積もってゆく柔らかな欠片。楽しそうに笑顔を向けるあなたの大切な片割れは、記憶の中で愛おしそうにあなたの名前を呼んだ。しかし、ある日突然――彼は、自分の前から消えてしまったのだ。
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パーツとして所持。破壊で狂気点+1
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効果参照

自身

最大行動値+2

最大行動値+1

肉弾攻撃１

最大行動値+1　このパーツを行動判定で使用した際、大失敗してもこのパーツは損傷しない。  たれうさみみ。

最大行動値+1

自身がダメージを受けた際のみ使用可。任意の未練から、狂気点を1減少させてよい）※歪極の効果で取得

肉弾攻撃１

支援１

移動１

肉弾攻撃2＋連撃2。このマニューバの攻撃判定（連撃で発生した判定含む）において、一度だけサイコロ振り直し可）※歪曲

次カウントで使うマニューバ１つのコスト-1

最大行動値+1

小さなアンデッド（毛足の長いうさぎ。黒紺。名前はバン）

小さなアルバム（相棒モモと僕が映っている写真）

移動１

移動１

妨害１

最大行動値+1  うさしっぽ。

あなたを含む舞台上にいる姉妹全員、望む攻撃マニューパ1つを「ラピッド」で使用してよい。

バトルパートにおいて攻撃を受けた際、敵が大成功でなければ、命中箇所を任意に決めてよい(ただしすべてのパーツが損傷した箇所は不可)。

肉弾攻撃マニューパの攻撃判定において、出目＋1してもよい
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